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地域社会との連携事業を通して主体的・協働的に学習に取り組むことによって，学

びに向かう力や人間性を磨き，自己有用感や「思考力，判断力，表現力」等を育成

し高める題材の開発と指導方法の研究  

令和元年度の研究課題  

研究結果のポイント 

○美術を通した地域社会との連携事業を活用した指導の工夫 

○課題制作や発表を通して，「思考力，判断力，表現力」等を育成し，自己有用感を

高める評価・指導の工夫  

（１）研究主題 

地域社会との連携事業を通して主体的・協働的に学習に取り組むことによって，

学びに向かう力や人間性を磨き，「思考力，判断力，表現力」等を育成し，自己有

用感を高める題材の開発と指導方法の研究  



5 

 

1年目の主な取組  

大学 

美術館 

豊栄高校 

地域商工会 

地元企業 自治体 

協力高校 
連携・指導 

協働・評価 
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ブラインドウォークの感想（例） 

（接触誘導）前に人がいると前にいる人は障害物を避けて歩くからぶつかる心配はほとんどないけど声だけだと指

示が本当なのか分からなかった。 手すりの位置など細かい指示を出すのが大変だった。 

 

（音声誘導）接触誘導の時はどこに進めばいいかわかるけど周りの情報はわからない。でも音声の時は周りの情

報はわかるけどどこに進めばいいかわからないしちゃんとまっすぐに進んでいるかわからない。音声ガイドをして

いるときはどのように言えばその本人がわかるか考えないといけないのが大変だった。 
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客観的な視点に立った課題制作を通して，「思考力，判

断力，表現力」等を育成する指導の工夫 

岡方むら祭り広報 
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複数案の提案に際し狙い、伝えたいこと等を各案担当者が説明できるようにしておく。 

鍋の陣広報 
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・伝えたい内容をどのように伝えるかを考察し発表に備える。 

・伝達できた時の達成感・受け入れられたという満足感・安心感 

・地域の役に立った・人の役に立てたという実感 

→達成感を感じ自己有用感が高まる。 
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基盤は美術Ⅰ，Ⅱで学んだ内容にあり 
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多くの生徒が最も印象に残っている授業に地域連携事業をあげている 
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しかし地域連携事業が楽しかった訳ではないようだ。 

地域連携事業は楽しかった授業より苦しかった授業にあげられる割合が高い。 

印象には残っているが大変だったということか。 



15 

 



16 

 



17 

 

令和元年～2年の研究結果  

 地域イベントの広報（ポスター制作）では，視線を効果的に集め必要な情報を届け，見た人がイベント

に参加したくなるポスターを制作するという目的を達成するため，生徒はイベントの目的や条件を様々

検討して制作した。そのことにより依頼内容に応じて目的や条件，美しさなどを考え主題を生成すること

や，デザインの機能や効果，表現形式の特性などについて考えることができるようになり「思考力，判断

力，表現力」等が向上した。 

 ２年次から生徒の体制づくりを行ったことも相まって，生徒は目的達成のため，集団として良いパ

フォーマンスが出るよう人間関係を自ら調整し，自分の役割を果たそうと主体的・協働的に活動に取り

組んだ。 

 商工会へのプレゼンテーションには一つの地域イベントに対して複数の作品を選択肢として提示する

必要があったため，各班内で担当したイベントの目的や計画を基に主題に含まれる要素のバランスを複

数考え，表現方法を追求した。それにより発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能や表現力が

向上した。 

 地域の方々に成果を発表する場を設け，地域の方から肯定的な評価をいただいた。また成果発表の

場で商工会の担当者から直接評価を聞く場を設定したことで達成感が高まり，自己有用感が向上した。 

令和元年～2年の研究課題  

 育成する資質能力の明確化や相互の関連、共通事項の取り扱いについて地域連携事業を通して

取り組む学習の中での位置づけや学習内容との整合性を再度振り返り改善につなげる。 

 アンケートを用いた評価について，スムーズに実施し適切な時期にフィードバックするためのインフ

ラ整備，実施の時期や設問の内容や量には更なる検討・改善が必要である。 

 地域からの依頼内容の確認や主題生成時に課題が見られた。手順の確認やチェックシート等を活

用して改善につなげたい。 
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